
診療情報を利用した臨床研究について 
 
平塚共済病院 血液内科 では、以下の臨床研究を実施しております。この

研究は、通常の診療で得られた試料や情報を用いて実施されます。この案内を

お読みになり、ご自身やご家族がこの研究対象者にあたると思われる方の中で、

ご質問のある場合、またはこの研究に診療情報を使ってほしくないとお思いに

なりましたら、遠慮なく下記問い合わせ先までご連絡下さい。なお、登録を拒

否されたことで、日常の診療等において患者さんが不利益を被ることは一切ご

ざいません。 
 
（１）研究概要について 
  研究課題名：造血器腫瘍のゲノム解析に関する多施設共同研究 
 
  研究期間： 2025 年 7 月 28 日 ～  2028 年 3 月 31 日   
  実施責任者：平塚共済病院 血液内科 山下 卓也 
 
（２）対象となる方 
当院において血液がんあるいは血液がんに進展する可能性がある血液疾患と診

断された患者さんで，2028 年 3 月 31 日までに診療を受け，本研究の参加に同

意していただいた方が対象となります． 
 
（３）研究の意義・目的 
本研究は，血液がん（まれに患者さんが血液がんに進展する可能性がある再生

不良性貧血などの病気も含めます）を発症する原因となる遺伝子の異常を見つ

け出すと同時に，血液がんの重症度，また治療に対する反応性などについて，

遺伝子を調べることにより正確に診断することを目的としています．また，新

しく発見した遺伝子の異常に対する治療法の開発にもつなげたいと考えていま

す． 
 
（４）研究の方法 
今回の研究で使用する試料は血液や骨髄などです．血液や骨髄，リンパ節の採

取は通常の診療で行われているのと同じ方法で行われます．診断などで必要な

検査を行う際に採取された検体のうち，検査に必要な分を確保した残りの検体

を使用します． 
これらの検体に含まれる血液がんの細胞から遺伝子の本体である DNA などを

取り出し，配列情報などを解析します．この研究では，現在ヒトの遺伝子とし



て知られている約 2 万個の遺伝子などについて，血液がんの原因であるか，あ

るいは治療に対する反応性を規定する遺伝子であるかどうかを解析します． 
 
（５）個人情報の保護について 
お名前、住所などの個人を特定する情報につきましては厳重に管理を行い、学

会や学術雑誌等で公表する際には、個人が特定されないような形で使用いたし

ます。また、本研究に関わる記録・資料は研究終了後 5 年間は保存いたします。

その後、個人が特定できる画像・臨床データに関しては破棄されます。 
 
（６）研究成果の公表について 
この研究から得られた結果は，医学関係の学会や医学雑誌などで公表いたしま

す．発表に際して，研究に参加していただいた方の個人を特定できる情報を使

用することはありません． 
 
（７）費用について 
この研究に参加していただくことにより，患者さんに特別な費用負担が発生す

ることはありません．また，謝礼なども支払われません． 
この研究は，国立がん研究センター運営費交付金がん研究開発費，日本医療研

究開発機構研究費，科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）を資金源

として実施します．この他に特定の団体からの資金提供や薬剤などの無償提供

は受けておりませんので，起こりうる利益相反はありません． 
 
（８）問い合わせ等の連絡先 
平塚共済病院 血液内科 山下 卓也 
（ 対応可能時間：平日 9 時～17 時 ） 
電話：0463-32-1950（代表） 


